





















アカウンタンツ しゅうち ごと あいだ しゅうれん ないし
会計人には周知の如 く,此の数年の間に会計基準の世界的な収欽化 (convergence)乃至統一化が急
いきない
速 に進行 している｡欧州連合 (EU,EuropaischeUnion,EuropeanUnion)が,域内の上場企業 に国際会
よう








プロジェク トを設けて,個別具体的な会計問題に就ての収欽化 を検討 している｡企業会計の世界統一
きようこのごろ わず
基準の制定 さえもが間近に迫っているかの様 にも感 じられる今 日此頃,僅か 7年前, ミレニアム転換
直前,英国の 『タイムズ紙』(TheTzmes)ホ一ページ掲載の論文に,会計基準の調和化 (harmonization)
いた しる
の概念が細部 に至 るにつれて自国主義の壁 に阻まれ,完壁な調和 (harmony)は夢 (dream)だ と記 さ
かくせい
れた (Bruce[2000]pp.1-2,西川登 [2001]223頁参照)頃 とは隔世の感がある｡
か よ う なにゆえ
21世紀 に入 って会計基準の国際的収敷化 ･世界的統一化が斯様 に急速 に進展 しているのは何故 な




















問題で顕在化した如 く ｢危機が瞬時に広まるグローバル経済の性質を浮き彫 りにする｣様な ｢国際資
本取引の拡大｣ (竹森 [2007]①)を指摘する事が出来る｡
よつ もたら


























































グローバ リゼーシ ョン (globalization,世界規模化 世界統一化)と言い直す事が出来るだろう｡当然
ことながら なかんづく




ゼーションに就て考察 して行 きたい｡猶,筆者 -西川は国際経済 ･国際金融の専門家ではないので,
以下の叙述では国際経済 ･金融関連の文献からの引用を多用する事を断ってお く｡
さて そのもの よ
扱,グローバリゼーション其物は決 して目新 しい現象では無 く, 例えば, チンギス ･ハンに依る領
そ ところ あるしゅ
土拡大は,ユーラシア大陸の途上で留まったものの,其の目指 した処は或種のグローバ リゼーション
み な で き









していることになる,といってよいだろう｡(紺井 [2003]11頁｡( )内やダッシュ,｢ ｣も原文のマ
マ｡以下,同じ)





















而て,此の金融グローバリゼーションは,スーザン ･ス トレンジ (SusanStrange)が既に20年前に
かっぱ ごと
喝破 した如 くに ｢カジノ資本主義｣と化 している｡
西側世界の金融システムは急速に巨大なカジノ以外の何物でもなくなりつつある｡(Strange[1986]p.1,












庇の金融グローバ リゼーション-｢カジノ資本主義｣化 を主導 している国が,基軸通貨国たるアメ
ほか ことば








































更に此点に関連 して,｢情報の経済学｣を築いた功績でノーベル経済学賞を受賞 したジ ョセフ ･E･
こ●
ステイグリッツ (JosephE.Stiglitz)の ｢アメリカ経済の不安定な先行 き｣に関する警鐘の極 く一部を
次に紹介する｡




な すべ な み うけ











かつ こ こん よう とうぎい
曾て少年少女達を魅了 したスター ･ウォーズなどの冒険活劇物語では,古今 ･洋の東西を問わず,
も く ろ きま
主人公の対抗勢力 として世界の武力制覇を目論む悪の集団が登場するのが,お走 りであった｡ブッ
シュ,Jr.(GeorgeWalkerBush)政権下のアメリカは,石油利権 を求めて嘘で塗 り固めた口実を設け













こ み ば こ ゆが
が 護美箱化 し,逆に,貸借対照表を重視すれば損益計算書が歪まざるを得ない｡複式簿記生誕以来の
会計の長い歴史を見れば,会計実務や会計制度で, 貸借対照表を重視するか,損益計算書を重視する
よっ ふ り こ ゆれ ど ち ら
かは,其の時々の経営上や法律上の要請に因て,振子が揺てきた｡貸借対照表 と損益計算の何方を重
視するかと云 う問題 と,原価評価にするか時価評価にするかの問題 との間には直接的な関係は無い｡














のは,｢公開をその ｢礎石｣とする証券二法 (1933年証券法 ･1934年証券取引所法)の成立にほかならな
い｣(津守 [2002]64,63頁｡( )内の割注と ｢ ｣も原文のママ)のである｡
よっ
庇の証券二法に拠て基盤が確立 した米国財務諸表開示 (disclosure,ディスクロージャー)制度は,
































お ち つ いた
重視に落着くに至った｡平松一夫 ･広瀬義州に依れば,｢ある論者は,この ｢概念構造｣プロジェクト












































































そうびょう きんせんもうじゃ しこ う やん な わぎ
は,万年繰病の金銭亡者に主導 (誤導 ?)されて,短期志向 ･投機噂好に病だ金融市場の成せる業と























しい で き はず つい
益の額は窓意的に大きく変える事が出来る｡｢透明性｣の前提である筈の ｢経済実態｣に就ては,理
きわめ あいまい の み
論的に極て暖味である而巳ならず,｢会計基準設定主体が実証研究の提示する経験的な証拠を無視す
たと




(徳賀 [2006]64頁)と言われる｡客観的で且 レリバンス (relevance,関連性, 適切さ,安当性)の高い
かえ わ け い プリンシプル す くな
原価に代て,主観的な時価を採用する事の真の理由を,｢透明性｣と謂う建前で理解する事は,少 く
とも私には困難である｡
さて こ こ ま で しる べ
扱,此処迄 =時価"と書いて来たが,正 しくは公正価値 (fairvalue)と記す可 きなのかも知れない｡
公正価値は難解な概念で,FASBに依ば,公正価値とは ｢独立 した当事者間による競売または清算に
よる処分以外の現在の取引において,資産 (または負債)の購入 (または負担)または売却 (または弁済)










むし か よ う ざい
とても現実の取引価格となると大きな問題がある｡田中 [2003]57-74頁参照),寧ろ斯様な財の方が少数
であろう｡極端な例を挙げれば,中古レコー ド･ショップに行 くと再調達価格が売却可能価格の10















ヴの下で在ロンドンの国際会計基準審議会 (IASB)が ドライヴァ-の役割を分担する形で, -･公
フレツシュ.スタ-ト
正価値 (新 出発)会計へのシステム転換がかなり強引に- 多様な抵抗を排除しながら- 推し
そし





























なかった)｡(高寺 ･草野 [2004]254頁｡〔 〕内の割註は引用者-西川が補足｡( )内は原文のママ)
もち
現在価値が財務会計に用いられる様になった背景的経緯を,高橋昭三は次の棟に整理している｡
-58- 経済貿易研究 研究所年報 No.34
DCFは60年代のコングロマリット合併 (第3次企業合同運動)を背景に,財務管理論の領域で ｢企業


















































今 日,｢無形資産 (intangibles)が,殆 どの企業で,価値の面でも成長への貢献度の面でも,有形資
あるい
産を凌駕 している｣(Lev[2001]p.7,広瀬 ･桜井監訳 [2002]12頁｡訳文は一部修正)と謂 う様な或は
これ もんごん じょうとうく あつか まくらことば そし
此に類する文言が常套句 として,無形資産を扱った多 くの会計学文献で枕詞の様に使われている｡而
い っ と たど つい
て,無形資産を論 じる会計学者は増大の一途を辿っている｡無形資産の札 ブランドに就ては,広瀬
義州 を委員長 とする経済産業省のブラン ド価値研究会が詳細 な報告書 を公表 し (企業法制研究会
[2002],広瀬 ･吉見 [2003]参照),伊藤邦雄が 日本経済新聞社の協力で,主要企業のブランド価値 ラ
ンキングを毎年発表 している (伊藤 [2007]参照)のを始めとして,積極的に論 じている会計学者は
すくな しか ‡まとん み あ た
少 く無い｡然るに,人的資源に関しては,積極的に論 じている会計学者が殆 ど見当らない (例えば,
伊藤 [2006]に掲載された22本の論文の中に,章題或いは節題に "人的資源"乃至其に類する語句を掲げて
いる文章は1つも無い)｡




















又,バルーク ･レブ (BaruchLev)に拠ば,アメリカでも情報産業の企業では ｢有能な人材｣の重
たと







ニとほどさよう かかわ アカウンタンツ ほか つい
事程左様に,企業経営にとって人的資源が重要であるにも拘 らず,会計人が,他の無形資産に就て
たべん なが
は多弁であり乍 ら, 人的資源に対 しては冷淡であるのは,日本に限った話では無い｡レブは,次の様











れているが,人的資源-の投資についての企業ベースのデータは全 く示されていない (原書註 :OECD
(OrganizationforEconomicCooperationandDevelopment)[1999]ScienceTech7WlogyandIndustry





令,第14条 1項9号ニ)｡若 し,買入ブランドのみならず, 自己創設ブランドも資産計上す可 きだと
いわ かいいれ
言 うのであれば,契約金 と云った対価額の明確なもの,謂ば買入人的資源ばか りでなく,労働力への
よ ペ かたて お ち
投資に因る自己創設人的資源 もオンバランス化す可 きとしなければ,片手藩になるだろう (原価主義
主義者の私-西川は個人的に自己創設無形資産の貸借対照表計上には反対である)｡
ただし
現行の制度会計では,自己創設無形資産は原則 として企業の貸借対照表に計上されない (低 暖簾
な とも ふく
を非償却資産にする事は,減損処理が為されない限り,時の経過と共に自己創設部分を多く含む事になろうし,









図 1 ブラン ド計上に困る自己資本の増大
従来の貸借対照表 ブランド計上の貸借対照表
資 産 負 債(債権者持分)
従来の資 産 負 債(債権者持分)
資 本(所有者持分)
誰が為に金は成る -61-















したが も (ろ ひとびと もう
かねない｡従って,人的資源のオンバランスは,企業の金融的支配を目論む人人や証券売買で儲ける
こと ご り や く
投機家には望ましい事では無いだろう｡殊に,帝国アメリカの金融資本には御利益が無いから,人的
資源のオンバランスの制度化の実現可能性は低いだろう｡












もちろん いんずうだけ ため かか
に従業員を確保する (勿論,単に員数丈ではなく生産能力も維持する)為に掛るであろうコス トが,人
な もたら キヤツシュインフロー





























ここんとうぎい ためし た と え そのよう
な会計なぞ古今東西,存在 した例が無いし,存在 し得る道理も無 く,仮例, 存在 し得たとしても其様
































発す るロジャー ･ローウェンスタイン (RogerLowenstein)は,或CFO-のインタビューを基に,汰
の様に述べている｡
不幸にして,企業活動がいっそう複雑になったため,監査人による裁量の余地が広がってしまった｡










此様に,アメリカ会計基準は ｢火消し基準｣(田中 [2004]139頁)として肥大化 して来た面があり,
又,先述の様に,割引現在価値計算を大幅導入する難解 ･複雑な ｢現代的公正価値会計｣は金融資本
そ そればかり
の利益に沿うと云う側面があると言えよう｡其許で無 く,現代的 ｢公正価値会計基準｣を ｢歴史的原
ところ
価会計基準に代わる新しい会計モデルとして推奨している｣処の ｢4大国際会計事務所-･-がその国






併 し,ビッグ4や投資銀行の経営者,或いは合法 弓巨合法,適正 ･非適正を問わず会計操作に因て
だっしゅ ねつぞう はか しあわ な どれほど
利潤 ･利得の奪取 ･程造を画る企業経営者を除けば,会計基準の複雑 ･膨大化で幸せに成る人が何程
もう その み あ だけ お こ ぼ あず
居るのだろうか｡銀行 ･企業や会計事務所が儲けても,其従業員は労働強化に見合う丈の御零れに預







定められた会計基準を,仮例簡略版であろうとも, "シングル ･スタンダー ド論"の名目で,株式非
おしつけ い か が かつ かか
公開の中小会社に押付るのは如何な物であろうか｡嘗て日本税理士会連合会は,複雑で手数の掛る会
かじゅう しい なっ そ が い いわゆる
計基準は中小会社に過重な負担を強る事に成て経営を阻害するとして,所謂 "ダブル ･スタンダー ド
しかしながら さ ん よ
論"に基づいた ｢中小会社会計基準｣を作成 した (西川 [2003]を参照されたし)｡併乍,会計参与な
る制度を導入 した会社法の制定を契機として,日本公認会計士協会 ･日本税理士会連合会 ･日本商工
会議所 ･会計基準委員会の4者連名で公表した ｢中小企業の会計に関する指針｣は,日本公認会計士
なっ





信 じられるか｣(田中 [2004]226-231頁)と云った様な田中弘の心配は既に現実化 している｡日本の
雇用全体の約 7割,付加価値では約 6割を占める中小企業 の大多数には,｢中小企業会計指針｣は幸
もたら な
せを斎す物とは成ら無いであろう｡
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グローバリゼーションと謂う名の世界規模の市場原理主義乃至市場至上主義が進行 しているのに呼







にもちこまれた｣ (小栗 [2007]173頁)と言われる｡然 したIASBへの対応 もあって,日本 も ｢会計基
準の設定が政府主導の行政機関によるよりは,〔アングロサクソン諸国と同様に〕行政機関から独立 し
た民間機関による方が制度としては望ましい｣ (嶋 [2005]81-82頁｡〔 〕内の割註は引用者-西川が
補足)との理由から,2001年8月に,｢企業会計基準の整備において主体的な役割を担うことを目的
とした｣(経済団体連合会他 [2001])民間組織 として,企業会計基準委員会 (ASBJ,AccountingStan-
dardsBoardofJapan)及びその運営母体 としての財団法人財務会計基準機構 (FASF,FinancialAc-
countingStandardsFoundatlOn)が設立された｡








として,｢討議資料 として公表することを (公式会議で)決定した｣(斎藤編著 [2007]3頁｡( )内の
割註も原文のママ)のである｡
つい




が,重要なことは "定義の順序"と "概念の順序"(上位 ･下位の関係)とは必ずしも一致しない｡(石









此様に,｢討議資料｣で示された考え方は,資産負債中心観 と収益費用中心観 という2つの全 く異
む り や り たと
なる思考を ｢内的な整合性｣で無理矢理結合させている為に,例えば,純資産の会計で ｢｢自己資本｣
じゃっき








乃至 "基本思考体系"とでも訳せ よう｡之は,会計学 (accounting)の専売特許ではなく,特定の研
そ
究 目的 (researchpurposes)に添った適切な行動方針 (possiblecoursesofaction)又は優先的接近法











大義名分無き総論を作って,総論賛成 ･各論反対を繰返す現代 日本の思考様式を反映した様な ｢日本









かせ いず れ りこ う いいがた
時間稼 ぎであったのだろうか｡何れにしても利口な対応 とは言難いのでは無いだろうか｡
又,IASBの討議文書 『経営者による説明』(ManagementCommentary,Oct.2005)で "経営者による















わか やす ところだけ さ る ま ね た た




































そうした状況を所与 (制約条件)としたうえで利得 を極大化するための対応を迫 られている｣(藤井
しよ う しか
[2007]211頁｡( )の割註も原文のママ)事情は否定の仕様が無いであろう｡而も,経済的 ･軍事的 ･















ス トレンジが 『カジノ資本主義』の中で20年前に詳述 した悲 しい予言 (預言)の殆 どが現実と成 り,
さら ところ ようそう てい たと ま や
更に資本主義経済のカジノ化は留まる所を知らぬかの様相を呈 しているかにも見える｡例えば,摩耶
ご ま か たぷらか ため
かし ･誤魔化 し ･証 しの "温暖化対策"の為に農産物がバイオ燃料原料に使われる事で食品が値上が





同年同月5日)状況と成っている｡ 貧富の格差は世界規模で拡大 し, 短期間に億単位で儲ける投機魔
かせ お いつ ふる よ ことわざ も は や
















の様に, ドルの国際基軸通貨 としての独 占的地位であるが,最近, ドルの信頼性が揺いでいる｡｢今い
回のサブプライムローン危機を引 き金に,すさまじい ドル離れが始まりつつある｣ とも請われ (鈴木い
樵- [2008]41頁),『ドル覇権の崩壊』『ドルの崩壊 と資産の運用』 と云った書名の本が書店に並ぶ｡






は必ず しも悪い事だとは私 -西川は思わない｡寧ろ,環境略奪に因る物的富 と金銭の増大ばか りを
おいもと
追求める方が不健全だと思う｡ビル ･トッテンの ｢アングロサクソン資本主義では,大量生産 ･大量
消費でないと経済成長 しないと考えていますから,ものすごく資源を使います｡---いずれ資源はつ
きますか ら,いまのや り方がすっと続 くことはあ りえません｣ (トッテン [2005]233,234頁)と云 う
意見に全 く賛成である｡
うれ まんえん
日本の中高年や老人に ｢銭財 を憂 う｣金欲礼賛や自己中心的物欲が蔓延する一方で,若者の中に
せいひん せ い だ
"清貧"に感動 ･共感する者 も現れ,経済的成功 とは別の価値観で仕事に精出す若者 も増えている様
もと
である｡又,江戸時代以前からの日本の伝統文化が尊重 される様に成つつある時代背景の下で,古典
かつ み な お ある それ ら














会計人も,金融グローバ リゼーションに無批判に追従 ･盲従するのでは無 く,地球と人類の未来に
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